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エンタープライズシステムの開発者、プロジェクトマネー
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はじめに



本日のテーマ
アジャイル全盛の時代に
ソフトウェアテストが

どう変化するべきかを考える
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チームカルチャー



前職の話
私はガチガチの

ウォーターフォールで
開発することが多かった



VS

開発チーム VS       テストチーム

開発（機能実装）チーム テストチーム

彼らはとても真面目で、自分たちが水際でバ
グを発見できなければ、プロダクトの信頼が
失墜し、開発組織のすべての努力が無になる
ような価値観を持っていた。その上でバグを
根絶する行動であるテストは正義そのものだ
と考えていた。

彼らは、給料分は働こうとする気持ちや、

顧客の要求に対して努力する真面目さを持っ
ていた。

しかし、バグ修正が残業の原因になっている
ことが明らかで、テストチームからのフィー
ドバックを聞くと、品質向上のきっかけを

もらったというよりも悪いクジが当たったよ
うな表情を見せた。

チームは機能しているように見えたがそれが最適だったかは誰にも分からない





ハイパフォーマンスな組織は
どんな文化を持っているべきか



チームがどのステージまでのばれば
我々は変わることができるか

https://agilecoffee.com/toolkit/tribal-leadership/

ステージ 5人生は素晴らしい

ステージ 4我々は素晴らしい

ステージ 3 私は素晴らしい（あなたは違う）

ステージ 2 私の人生は最悪だ

ステージ 1 人生は最悪だ



本当の意味で自分たちが
一緒に解決すべきことを
考えたり、自分事に落とし
込める組織や文化が不可欠
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テスト技術



アジャイルテストの４象限

https://www.amazon.co.jp/Agile-Testing-Condensed-Introduction-English-ebook/dp/B07YR4CC4B
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アジャイルテストの４象限

第1象限はチームを支援する技術面のテスト
テスト駆動開発などアジャイル開発の中心

第2象限はチームを支援するビジネス面のテスト
顧客の視点からのハイレベルの機能テストなど

第3象限は製品を批評するビジネス面のテスト
探索的テスト、ユーザー受入テストなど

第4象限は技術面のテストを使った製品の批評
パフォーマンステスト、セキュリティテストな
ど

高品質なソフトウェアを目指すアジャイルテスト https://codezine.jp/article/detail/4722

各象限のテストの概要

1

2 3

4



アジャイルテストの４象限

https://www.amazon.co.jp/Agile-Testing-Condensed-Introduction-English-ebook/dp/B07YR4CC4B
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学び、取り入れるべきことは
沢山あります

上手くインストール
できていますか？
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開発サイクルとテスト



テストプロセスについて

テストを勉強するとき、ウォーターフォー
ルやVモデルなどからでテストを学び始め
たのではないでしょうか

どんな開発プロセスから学習を出発したか
で、その人の基礎となる部分は変わってき
そうだがアジャイル開発にあわせてアップ
デートできているでしょうか



想定シナリオ

POINT 1
テスト成果物の利活用を前提に
テストが計画されている。イテ
レーション毎にテストのナレッ
ジや資産が積み上がっている状
態が作れている

POINT 2
デリバリーしたいもの性質や価
値にあわせてテストを柔軟に組
み合わせている

POINT 1
リリース毎にテスト成果物を作
っては捨ててしまうような無駄
が発生していていつになっても
楽にならない。

POINT 2
従来のテストの型から抜け出せ
ず、機能テストをしっかりやる
ことに労力を割かれていて、ユ
ーザーに価値が届いているか評
価しづらい

勝ち筋負け筋

アジャイル開発に変化する過程でウォーターフォールなどの開発
プロセスで実施していたテストを用いた場合に何が想定されるか



イテレーション毎にテストの効率が
良くなっていくために何を考えるべきか

https://www.productplan.com/glossary/sprint/



イテレーション毎にテストの効率が
良くなっていくために何を考えるべきか

https://www.productplan.com/glossary/sprint/

テスト資産の利活用が進んでいる状態のイメージ



https://www.productplan.com/glossary/sprint/

イテレーションをまたいで
テスト資産の利活⽤を意識した
継続的なテストの強化が

必要不可⽋



まとめ



まとめ
• アジャイルにおいて、テストを最適化する過程
には、チームが⼀体となってカイゼンを進める
ことが求められる

• テストの技術開発も不可⽋、気概でなく、技術
をチームに根付かせる思考や取り組みが必要

• テストの成果物の利活⽤の意識と、それを前提
としたテストの戦略や構想、コンセプトが必要
になる



THANK YOU

@TestingGolem


